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問題・目的 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大を受けて、7 都道府県に発出された緊

急事態宣言が 2020 年 4 月 16 日に全国に広げられ、公共交通機関や公共施設など様々なと

ころで休業などをせざるをえなくなった。さらに、就職活動では合同説明会や企業説明

会、面接等が行われなかったり、内定取り消しにもなった学生もいるなど、例年通りの就

職活動が行われずにいた。5 月 25 日には全都道府県で解除になったが、椙山女学園大学に

おいては前期、原則遠隔授業となり、学生生活の面でも制限がかかる事態となった。ま

た、新型コロナウイルス感染症が広がる前のように、気軽に外出などすることができずに

いた。こうした現状を踏まえ、椙山女学園大学の大学生が、自粛前と自粛中の変化、緊急

事態宣言前と後の過ごし方や感じ方、自粛生活をどのように送っていたのかなどを調査す

ることを目的とする。また、この調査は web アンケートの手法を習得すると同時に、現状

を客観的に捉えて報告することを学ぶために行われた。 

 

方法 

 調査参加者：本学に通っている女子学生の 1 年生から 4 年生までの 44 人中 43 人（1 人欠

損していたために削除して行なった）。年齢平均：20.30 歳・SD：0.79 

 調査日時：2020 年 6 月 10 日（水）〜6 月 17 日（水） 

 実施手順： Google フォームを用いて Web アンケート回答ページを作成し（調査に

協力をすると同意した問を抜いた 15 問）、ページの URL を貼り付けたものを、本学

での講義で先生に許可をもらってから、クラスルームを利用して配信をしたり、受講生

がメールで本学の生徒に対して配信したりした。  

 調査内容：質問回答は４・５件法や自由記述で行なった。 

・パソコン・タブレット・スマートフォンを一日につき、おおよそどの程度使用している

か。遠隔授業で使用する時間は除く(5 件法) 

・パソコン・タブレット・スマートフォンなどのゲームを、一日につきおおよそ何時間し

ているか(5 件法) 

・おおよそ週に何回メイクをしているか(5 件法) 

・現在の生活リズムは、外出自粛前に比べてどうなったか(5 件法) 

・体重は、外出自粛前に比べてどうなったか(5 件法) 

・外出自粛生活において、つらかった（つらい）こと、困った（困っている）こと（自由

記述） 



・外出自粛生活において、よかったこと、楽しみなこと、新たに始めたこと、今後に生か

せそうなこと（自由記述） 

・日本で感染拡大が報道され始めた時期（2020 年 2 月頃）から緊急事態宣言が全国で解

除された時期（5 月 25 日）、あなたが「不安を感じる程度」は、それ以前と比べて、ど

うなったか(5 件法) 

・（日本で感染拡大が報道され始めてから、緊急事態宣言が全国で解除されるまでの生活

で「不安を感じる程度」）について、その時の感じ方・過ごし方（自由記述） 

・緊急事態宣言が全国で解除された時期（5 月 25 日）から現在までの生活において、あ

なたが「不安を感じる程度」は、それまでと比べて、どうなったか(5 件法) 

・緊急事態宣言が全国で解除された時期から現在までの生活で「不安を感じる程度」）に

ついて、その時の感じ方・過ごし方（自由記述） 

・「自粛をしている程度」は、ニュース・周りの意見を参考にすると、自分ではどの程度

だと思いますか(4 件法) 

・「自粛している程度」の理由にいてどのように過ごしていたか(過ごしているか)（自由記

述） 

 倫理的配慮：調査内容・調査目的の説明とともに、授業内で実施する場合、成績とは

関係がなく、回答しない場合も不利益は生じず自由意志に委ねられていること、アンケ

ートは匿名で実施され個人が特定されることはないことを説明した。また、回収された

データについては厳重に管理し、授業および研究以外の目的で使用されることはないこ

とを明記し、同意の得られた調査協力者に対して調査を実施した。  

 

結果 

 2-1.の「パソコン・タブレット・スマートフォンを一日につき、おおよそどの程度使用

していますか。ただし、遠隔授業で使用する時間は除く。」と 2-2 の「その時間の中でゲ

ームはどのくらいやっていたか」をまとめた（表２）。 

 

 2-1.の「パソコン・タブレット・スマートフォンを一日につき、おおよそどの程度使用

していますか。ただし、遠隔授業で使用する時間は除く。」では、2 時間未満(0 人)・2



時間以上 3 時間未満(5 人)・3 時間以上 4 時間未満(11 人)・4 時間以上 5 時間未満(6

人)・5 時間以上(20 人)であった。 

 2-2 の「その時間の中でゲームはどのくらいやっていたか」では、2 時間未満(32 人)・

2 時間以上 3 時間未満(0 人)・3 時間以上 4 時間未満(3 人)・4 時間以上 5 時間未満(4

人)・5 時間以上(3 人)であった。また、2-1 の平均は 3.98 であり、SD は 1.11 であった。 

 2-3.の「おおよそ週に何回メイクをしていますか。」を表３にまとめた。 

 

 2-3.の「おおよそ週に何回メイクをしていますか。」ほぼしていない(9 人)・週 1 日から

2 日(14 人)・週 3 日から 4 日(15 人)・週 5 日から 6 日(3 人)・ほぼ毎日(2 人)であった。 

 2-4 の「現在の生活リズムは、外出自粛前に比べてどうなりましたか。」と 2-5 の「体重

は、外出自粛前に比べてどうなりましたか。」を表４にまとめた。 

 

 2-4 の「現在の生活リズムは、外出自粛前に比べてどうなりましたか。」では、かなり不

規則になった(12 人)・やや不規則になった(20 人)・変わらない(8 人)・やや規則正しくな

った(3 人)・かなり規則正しくなった(0 人)であった。 

 2-5 の「体重は、外出自粛前に比べてどうなりましたか。」では、かなり減った(2 人)・

やや減った(6 人)・変わらない(17 人)・やや増えた(15 人)・かなり増えた(3 人)であった

(表４)。2-4 の平均は 2.05 であり SD は 0.87 であった。2-5 の平均は 3.26 であり SD は

0.95 であった。 

 4-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期（2020 年 2 月頃）から緊急事態宣言が全

国で解除された時期（5 月 25 日）までの不安を感じる程度は、それ以前と比べて、どうな



りましたか。」と 4-3 の「緊急事態宣言解除後から、あなたが「不安を感じる程度」は、

それまでと比べて、どうなりましたか。」を表５にまとめた。 

 

 4-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期（2020 年 2 月頃）から緊急事態宣言が全

国で解除された時期（5 月 25 日）までの不安を感じる程度は、それ以前と比べて、どうな

りましたか。」では、かなり弱まった(3 人)・少し弱まった(4 人)・変わらない(6 人)・少

し強まった(20 人)・かなり強まった(10 人)であった。 

 4-3 の「緊急事態宣言解除後から、あなたが「不安を感じる程度」は、それまでと比べ

て、どうなりましたか。」では、かなり弱まった(4 人)・少し弱まった(21 人)・変わらな

い(15 人)・少し強まった(3 人)・かなり強まった(0 人)であった。4-1 の平均は 3.70 で SD

は 1.15 であった。4-3 は平均が 2.40 で SD は 0.76 であった。 

 また、4-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期（2020 年 2 月頃）から緊急事態宣

言が全国で解除された時期（5 月 25 日）までの不安を感じる程度」別に 4-3 の「緊急事態

宣言が全国で解除された時期（5 月 25 日）から現在までの不安を感じる程度」にどのよう

な変化が起こったのかをまとめた(表６)。 

 

 4-1 でかなり弱まったと答えた人は 4-3 で、かなり弱まった(2 人)・少し弱まった(1

人)・変わらない・少し強まった・かなり強まった（0 人）であった。少し弱まったと答え

た人は、かなり弱まった(0 人)・少し弱まった(3 人)・変わらない(0 人)・少し強まった(1

人)・かなり強まった(0 人)であった。変わらないと答えた人は、かなり弱まった(0 人)・

少し弱まった(2 人)・変わらない(4 人)・少し強まった・かなり強まった(0 人)であった。

少し強まったと答えた人は、かなり弱まった(2 人)・少し弱まった(7 人)・変わらない(9



人)・少し強まった(2 人)・かなり強まった(0 人)であった。かなり強まったと答えた人は、

かなり弱まった(0 人)・少し弱まった(8 人)・変わらない(2 人)・少し強まった・かなり強ま

った(0 人)であった。また、緊急事態宣言が解除されるまでの不安の程度の平均は 3.70 であ

り、緊急事態宣言が解除されてからの不安の程度の平均は 2.40 であった。この値の差が統

計的に意味のあるものであるのかを t 検定を行なったところ、有意な差が見られた

(t(42)=6.66,p<0.05)。 

  5-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期から現在までの間で、あなたが「自粛を

している程度」について表７にまとめた。 

 

 5-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期から現在までの間で、あなたが「自粛をし

ている程度」は、ニュース・周りの意見を参考にすると、自分ではどの程度だと思います

か。」では、外出自粛をしていない方だと思う(9 人)・どちらかといえば外出自粛をしてい

ない方だと思う(8 人)・どちらかといえば外出自粛をしている方だと思う(13 人)・外出自

粛をしている方だと思う(13 人)であった。5-1 の平均が 2,70 で SD が 1.12 であった。 

 さらに、5-1 の「自粛の程度」別の 2-3 の「メイクの頻度」の違いについてまとめた（表

8）。 

 

自粛をしていないと思う人はメイクを、ほぼしていない(3 人)・週 1 から 2 日(4 人)・週 3

から 4 日(1 人)・週 5 から 6 日(1 人)・ほぼ毎日(0 人)であった。どちらかといえば自粛を

していないと思う人はメイクを、ほぼしていない(0 人)・週 1 から 2 日(2 人)・週 3 から 4

日(6 人)・週 5 から 6 日・ほぼ毎日(0 人)であった。どちらかといえば自粛をしていると思

う人はメイクを、ほぼしていない(2 人)・週 1 から 2 日(5 人)・週 3 から 4 日(3 人)・週 5

から 6 日(1 人)・ほぼ毎日(2 人)であった。自粛をしていると思う人はメイクを、ほぼして



いない(4 人)・週 1 から 2 日(3 人)・週 3 から 4 日(5 人)・週 5 から 6 日(1 人)・ほぼ毎日

(0 人)であった。 

 

 それぞれの相関をまとめた(表 9)。 

 

 2-1 の「パソコン・タブレット・スマートフォンを一日につき、おおよそどの程度使用

していますか。」と 2-2 の「パソコン・タブレット・スマートフォンを用いたゲームを、

一日につきおおよそ何時間していますか。」の相関は r=0.46(p<0.01)と正の相関が見られ

た。つまり、パソコン等の使用頻度が高いほどゲームの時間も高いということがわかっ

た。2-1 の「パソコン・タブレット・スマートフォンを一日につき、おおよそどの程度使

用していますか。」と 2-3.の「おおよそ週に何回メイクをしていますか。」の相関は r=-

0.34(p<0.05)と弱い負の相関が見られた。これは、パソコン等の使用頻度が高いほどメイク

の頻度は低くなるということがわかった。また、2-2 の「2-1 の時間の中でゲームはどのく

らいやっていたか」と 2-3.の「おおよそ週に何回メイクをしていますか。」の相関は 

r=-0.39(p<0.01)と負の相関が見られた。さらに、2-4 の「現在の生活リズムは、外出自粛

前に比べてどうなりましたか。」と 4-1 の「日本で感染拡大が報道され始めた時期

（2020 年 2 月頃）から緊急事態宣言が全国で解除された時期（5 月 25 日）の不安を感じ

る程度」の相関は r=0.30(p<0.05)と弱い正の相関が見られた。これは、緊急事態宣言が解

除されるまでの不安の程度が大きいほど生活リズムは規則正しくなっていくということが

わかった。 

 次に、KJ 法を用いて自由記述であった 3-1・3-2・4-2・4-4・5-2 をカテゴリー化した。

なお回答の()内は調査協力者にふった数字であり、回答がいくつかあった場合はその協力者

の数字の後に番号がふってある。また、無回答者もいたために、無解答以外の解答をまと

め表にした。 



 3-1 の「外出自粛生活において、つらかった（つらい）こと、困った（困っている）こと

を教えてください。」についてまとめた(表 10)。 

 

 表 10 では、大カテゴリーとして外出・就活・大学生活・バイト・生活の 5 項目に分け

た。外出はさらに外出・友人・人に会えない・娯楽・外食の 5 項目に分けた。バイトはさ

らに給料・仕事の 2 項目に分けた。生活は生活リズム・運動・マスク・その他の 4 項目に

分けた。 

 外出に関連する回答が最も多かった。そのなかでも、友人や人に会えないといったこと

が多く挙げられた。中には友人と会えなかったり、外に出ることができずにストレスが溜

まったなどという精神的なことについても回答が多かった。また、コンサートやイベント

といった娯楽ができなく辛かったという人もいた。さらに、４年生の解答者は就活につい

て解答していたり、バイトや生活面においてつらかったことや困ったことを挙げている人

もいた。 



 3-2．「外出自粛生活において、よかったこと、楽しみなこと、新たに始めたこと、今後

に生かせそうなこと、工夫などを教えてください。」についてまとめた(表 11)。 

 

 表 11 では、大ガテゴリーを家事・趣味・勉強・筋トレ・家族・時間・オンライン・お

金・未来・その他の 10 項目に分けた。家事はさらに、家事・料理・料理掃除・掃除の４項

目に分けた。趣味は趣味と娯楽の 2 項目に分けた。勉強は勉強と資格の 2 項目に分けた。

時間は時間と通学の２項目に分けた。 

 家事を行なったり料理をしたり、ゲームや読書といった家事・趣味をしたといったこと

が多く挙げられた。また、勉強や筋トレを始めるなど新たに始めたことや、通学時間がな

いといったことが楽しみなことであるなどという回答も出た。 

 



 4-2．「4-1 の回答（日本で感染拡大が報道され始めてから、緊急事態宣言が全国で解除

されるまでの生活で「不安を感じる程度」）について、その時の感じ方・過ごし方を教え

てください。」についてまとめた（表 12）。 

 

 表 12 では、感じ方・過ごし方・その他の 3 項目に分けた。感じ方では感じ方・不安・恐

怖の 3 項目に分けた。過ごし方は自粛・睡眠・予防の 3 項目に分けた。 

 不安や恐怖といったことを感じる人が多く、また多くの人が自粛をしていた。不安の中

には、感染したらどうしようといった不安やいつ収まるのかといった不安がある一方で、

周囲に感染した人がいないために不安を感じないという人やそれなりの生活ができている

ために不安に感じないといった人もいた(*)。また、友人と電話をしたり色々なことを試し

たりという人もいた。 



 4-4. 「4-3 の回答（緊急事態宣言が全国で解除された時期から現在までの生活で「不安を

感じる程度」）」について、その時の感じ方・過ごし方を教えてください。」についてま

とめた(表 13)。 

 

 表 13 では、感じ方・過ごし方・その他の 3 項目に分けた。感じ方は不安・恐怖・弱くな

ったの 3 項目に分けた。過ごし方は自粛・外出している・予防の 3 項目に分けた。 

 感じ方では、マスクをつける人が減ったために不安に感じる人や第二波が来るのではな

いかといった不安や恐怖が多く挙げられた。また、以前に比べて不安を感じることが減っ

たり緊張感が弱まったという人もいた。過ごし方では、家にいるという人もいたり少し外

出をしている人やバイトなど外出する人がいた。しかし、緊急事態宣言が解除される前の

頃の生活と変化がないという回答もあった。 



 5-2．「5-1 と回答した理由について、どのように過ごしていたか（過ごしているか）を

教えてください。」についてまとめた(表 14)。 

 

 表 14 では、5-1 と回答した 5 つの項目である自粛をしていない・どちらかといえば自粛

をしていない・どちらかといえば自粛している・自粛しているの 4 項目に分けた。そし

て、自粛をしていない方だと思うと回答したものは少しだけ外出あり・娯楽の 2 項目に分

けた。どちからといえば自粛をしていないはバイト・外出したの 2 項目に分けた。どちか

らといえば自粛をしているは娯楽・バイトや買い物で外出・その他で外出・外出していな

いの 4 項目に分けた。自粛しているはバイトや買い物で外出・少し外出・外出あり・娯

楽・予防の 5 項目に分けた。多くの人が買い物やバイトで外に出ることがあるということ

がわかった。 



考察 

 今回、新型コロナウイルス感染拡大が報道された時期(2020/2)から緊急事態宣言が全国に

拡大した時期(4/16)、緊急事態宣言が解除された時期(5/25)、現在までを通して大学生の自

粛前との変化、緊急事態宣言中と後の感じ方や過ごし方、自粛生活をどのように送ってい

たのかなどを調査した。結果から以下のことが考えられる。  

 

 自粛前との変化 

 ゲームをしていた時間、生活リズムや体重の変化などについてまとめていく。 

 ゲームの使用時間(表 2)では、自粛期間に発売された任天堂の「あつまれどうぶつの

森」が爆発的な人気になったために多くの人が 4 時間はしているのではないかと仮説した

が、半数以上が 2 時間未満と回答していた。ここから考えられるのは、多くがゲームでは

なく動画等といった目的のためにパソコン等を使用していたのではないだろうかというこ

とだ。実際、表 11 を見るとオンラインで友人と会話したなどといった回答もあり、リモー

ト飲み会といった言葉がテレビで取り上げられたりなどゲーム以外の場面でパソコン等を

使用することが多くあったためであると考えられる。 

 生活リズムの変化(表 4)では、外出自粛前より不規則になった人が 7 割を超えていた。こ

れは、外出することができなくなったことで大学に行くことができなくなったりアルバイ

トが休みになり、家で過ごすことが多くなり昼に起きて夜遅くまで起きているなどといっ

た昼夜逆転が起こっているからであると考えられる。また、私自身の話にはなってしまう

が先ほども述べたようにリモート飲みなどで、終電を気にしないで夜遅くまで友人と話し

たりすることができついつい長くなり夜更かしをすることもあった。一方で、変わらない(8

人)やや規則正しくなった(3 人)という回答者もいたが、これはアルバイトなどが通常通りあ

ったり料理を本格的に行うようになり朝食を作ったりという生活をしているからであると

考えられる。 

 体重の変化では、自粛生活が続きストレスが溜まり暴飲暴食をし体重が増えている人が

多いのではないかと仮説したが、変わらないがもっとも多かった。これは、表 11 にあるよ

うに筋トレを始めたり食事管理をしたりと新たに始めたことで体重をキープすることがで

きたと考えられる。だが、外出自粛前より体重が増えた人は 4 割程度いた。仮説のよう

に、自粛生活によりストレスが溜まったことや自粛生活で生活リズムが不規則になりだら

だらとした生活をして寝ていることが多くなったりということが考えられる。 

 

緊急事態宣言中と後の感じ方や過ごし方 

 緊急事態宣言中には、不安の程度が強くなった人が 7 割ほどいた。自由記述でも不安や

恐怖に感じる人が多かった。これは、ニュースなどで多くコロナウイルスのことが取り上



げられており、危機感を持つようになったからではないかと考えられる。また、薬はなく

感染してしまったら死ぬ確率が増えてしまう、感染者が日に日に多くなっていくなど感染

が一気に広まったことから、不安や恐怖がましてきたのではないかと考えられる。過ごし

方では、多くの人が外出を控えていたり対策を徹底したりしていた。これは、不安や恐怖

が出てきたことで人に会わないようになったり、コロナ対策を行い感染を抑えようとした

りしているのではないだろうか。自粛や予防をする理由に感染したくないという気持ちが

大きいのだと感じられた。緊急事態宣言と行った異例の事態となったことで、外に出歩い

たり人と接触すると感染してしまうといった危機感をさらに強めたことが一番の原因なの

ではないかと考えられる。 

 緊急事態宣言が解除されてからは、不安の程度が弱まった人が 5 割を超えていた。しか

し緊急事態宣言中の不安の程度と比べたところ、緊急事態宣言中に不安感じていて今も不

安を感じている人、緊急事態宣言中に不安を感じていたが解除後は弱まった人、緊急事態

宣言中も解除後も不安を感じていない人の 3 パターンに分かれた。不安をずっと感じてい

る人は、表 13 にあるように解除後人が出歩き第二波が来たらという不安を感じている人や

もう本当に外出してもいいのか不安などという回答がいたため、解除前と解除後の不安は

少し変わっているものの、根本的な感染したらどうしようという気持ちが大きいのではな

いかと考えられる。解除後は解除前より弱くなった人は、緊急事態宣言がなくなり会社に

行く人外出する人が多くなったこと、感染者が減ったこと(解除前は愛知県で多くて 20 人

越え・解除されるときは愛知県で多くて 2 人)で安心した人や危機感が薄れたからではない

かと考えられる。そのために、表 13 にあるように外出する人が増えてきたのではないかと

考えられる。解除前も後も不安に感じていない人は、表 13 にあるように、予防をしている

ために自分が感染することはないだろうと考えている人がいるからではないかと推測す

る。 

 

今後の課題 

 今回の調査では、データが一部欠損していることがあり全ての設問が同じ人数であった

わけではなく信憑性に欠けていた。Web でアンケートを行う場合、見落としてしまうことも

多くため、全ての項目を必須にするしたいところだが回答することは自由であり強制する

ことはできないために、調査参加者を 100 人など増加させ一部でも欠損している場合は削

除してデータをまとめるなどしていく必要があると考えられる。また、web で調査したため

に、時間や環境などが異なったため、URL を送る前に日時と時間を伝え、その日時の少し前

に一斉に URL を送り取り組んでもらうことや、講義の中で行なってもらうなどしていく必

要があると考えられる。さらに、メイクの頻度など自粛前の頻度やどこまでをメイクした

とするのかなど明記しておらず、緊急事態宣言中との相関関数を明確に示すことができな



かった。そのため、メイクの頻度だけではなく全ての設問を一度ケース受講者以外に予備

調査など行なっていきたい。 

 

参考資料 

愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト 

https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/kansensya-kensa.html 
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